
　

本校交では 「体すこやかプラン」と称して，運動に関する環±麹闘荷や，食育，保健指導を通して，子どもたちの健やかな酎本づ＜
りに努めてし、ます。本号では 「生活習慣や食事に関するアンケート」の結線きや， 体力テストの分析から見えてきた，子供たちの
発端態と， フキ為の展望につし、てお伝えします。

ｉ①朝食を毎日食べていますか？

　

１１②何時ごろに寝ていますか？
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・午後８時より前
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・午後「０時より前
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．午後っ１時より前 ‐午後「２時より前・午後「２時より後

　

：

　　　　　　

・食べていない

　　

朝食を毎日食べてし、る人が ８８％と高く， 全く食べてい

　

＝：

　　

午後「０時まで‘ｄ寝ている人が全体の７０％いました
：

　

ない人は０％というすばらｕい結果になりました』
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午後「０時から午前２時囚成長ホノ匠…ン力ぢ舌発に労お必され
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朝食をとることで， 午前中の活動のエネ

　　　　　　　

：：

　

るゴールデンタイムなので， 成長のためにも その時間帯

　

…
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できます。朝は何かと忙しいと思いますが
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－習禦璽瀞隻大きいので， 醐荊プて
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１③運動やスポーツをどの＜らい していますか？（郭交研本育堀越≦を研ききます）
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週に３回以上運動やスポーツをしていると答えた人は全体の約半数で

した。 一方，「あまりなし、 偏に１～３回くらい）」「しない」 と答えた人
ｒま合わせて１２％いました』

定期的な鰍亜１斌ぬスポーツの実施により，体力向上や頃重堕胎Ｅ力の向上はも
ちろん，不安やストレスを車著減することもできます。また二 長い目で見る
と宅、舌習－闘病の予防にもつながります。
学校交で‘ま 子供たちが多様な外遊びに親しパめるよう，長縄とポールを配

，

　

．ほとんど毎日（週に３日以上）

　

布しました』 夏休み， ご家庭でも引き続き運動に取り組めるよう， 体力テ

　　

・ときどき（週ｆこ「～２日くらい）

　

ストー固人票と一緒に配付した 唾亘休み運国防参考例」 をぜひし覧ください。
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家族みんなで食卓を囲んでみませんか？

～ 「共食」 で育む

　

′かの豊かさ～

　

「共△劉 とは

　

家族や友達

　

ｆ巡′解）人など，誰かと一緒に料理や食事をすることです。近年は共働きの堆隊庭も多
く，子供たちも塾や習い事などで忙しく，家族究悌蔀笥力冶わない場合も多いと思し、ます。
平成２９年度獣反食音白書では 「家族と÷緒に食事をすること‘表重要である」と感じてし、る人力塗体の約９割であ

るのに対して，実際にはほぼ毎日朝食や夕食を家族と「緒に食べる人の唐姶‘式卓膿に５６２％。夕食では７０，７％に
とどまっているの力鞍杢実です。本校のアンケート言塵鯨士課≧でも ィ慶学年から高学年になるにつれて，家族そろって食
事をする頻渡功も少なくなっている傾向コカモみられました

　

日本人を対象としたさまざまな石形歌士謡功、ら， 以下のような共食の凝源傑Ｙ力戦だテされています。 ぜひ， 御一読いただ
けると幸いです。
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令和５年７月１８日

　　　　　　

第１号

　　

北海道教育大学附属
釧促橋鰯努教育学校銅敵鵬果程

健康安交全部
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昨年度調査より，起床時間，就寝時間が遅くなっている！？

罫 昨三羽鹿鱈閑日岬笥 今鋼暖京靭誹報駕 昨日玉園ｉ－寝時間

イ欝 ６：３５ ６：２「 ２１：１６ ２０：２６

中韓 ６：２６ ６：４イ ２１：２８ ２０：５９
高学年 ６：３５ ６：４６ ２２：「９ ２「：４３６：３５
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表｛ま

　

朝ごはんを毎日食べる児浬±の涜己床， 就寝の平均時間です。昨年鹿厩雪とは質問の謝細築等，若干違し、があ
ります力ｉ

　

遅くなつてし、る傾向があることがわかりました。習し、事などで身支度の糎１くなることもあるかもしれま
せんが

　

遅〈とも２２時には布団に入ることを目標にしましょう。特に

　

夏１布か咽決翌舌リズムカ曙虜のちです。
夏１布か中も早寝尋早起きを心めでけ，夫則則正しい生活リズムで過ごしましょう。

※上記の円グラフは全校曙臆ｒです。
裏面には体育専科の中ネ熊燕大先生による， 体力テストの分析が掲載されてし、ます。せむご覧〈ださい。



【分析と見解】
令和５年度

　

体力テスト（附属釧路前期課程の実態）
附属釧路義務教育学校
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自分たちで運動環境をつくり出し、 多くの人たちで関わり合し、ながら運動をするとても素敵な機会となりました。

　

学校としても、 こういった機会を大切にしていきます。 今年度は、 今後、 ９月に２回目の体力テスト実施をしたり、１０月と２月に２回目・３回目の運動
ふれあい週間を企画したりしてし、きます。
▲

　

その際、 ５月の体力テストの結果と比較したり、 運動ふれあい週間の企画を児童委員会との連携で進めたりしていく予定です。 また、 ＰＴＡプ□ジェクト
の「運動ふれあい週間サポート」の保護者の皆様にもご協力をいただきながら運動環境を確保していきます。学校と子供と、 そして家庭と連携しながら運動
機会を創出していくことができることを楽しみにしてし、ます。

　

９月の体力テスト実施後は、 子供たちの変容などをお伝えできるよう結果を整理・分析し、 保護者の皆様にお知らせしていきます‐また、 体育授業も子供
たちの運動機会の大切な時間であることを忘れずに、全員が楽しい・全員で楽しい体育の授業を目指していきます。体育授業に関するアンケートなども行い
ながら、 子供たちの体力の現状を分析的に捉え、 課題を明確にした上で、様々な実践を行っていこうと思います。

　
　　
に

【第１学年〕
○男子は、上体起こし・長座体前屈の数値が全国平均を大きく上回り、女子は、長座体前屈・５０ｍ走・立ち幅跳びの数値が全国平均を大きく上回る結果となり

　

ました。まだ、男女ともに、握力は全国平均とほぼ同じであることが結果として見られます。
．－方で、反復横跳び・２０ｍシャトルラン・

　　　　　　　　

は、男女ともに全国平均を３ポイント以上下回る結果となっています。

【第２学年】
０男子は、ソフトボール投げの数値が全国平均を大きく上回り、その他にも反復横跳びは全国平均を越える数値となりました。女子は、立ち幅跳びの数値が全国

　

平均を上回る結果となり、まだ、男女ともに長座体前屈の数値が全国平均を上回る結果が見られました。
・一方で、■■．２ｏｍシャトルラン．目－－．目は、男女ともに全国平均を３ポイント以上下回る結果となっています。

【第３学年〕
○男子は、握力以外の項目において、全国平均以上または全国平均並みの数値となりました。女子は、長座体前屈・反復横跳び・５０ｍ走・立ち幅跳びの項目に

　

おいて、全国平均以上の数値となりました。
．一方で、１１－．

　　　　　

は、男女ともに全国平均を下回る結果が見られ、特に、男女の■■における結果が全国平均を５ポイント以上下回る結果とな

　

りました。また、女子の２０ｍシャトルランも全国平均を下回っています。

【第４学年】
○男子は、長座体前屈・反復横跳びの項目において、全国平均以上の数値となりました。女子は、握力以外の項目において、全国平均以上の数値となる結果が見

　

られました。
●一方で、１１－は、男女ともに全国平均を下回る結果が見られました。また、男子は多くの項目において全国平均を５ポイント以上下回る結果が見られました。

〔第５学年】
○男子は、２０ｍシャトルラン以外の項目において、全国平均以上の数値となる結果が見られました。女子は、２０ｍシャトルラン．ソフトボール投げ以外の項

　

目において、 全国平均以上の数値となる結果が見られました。
●男女ともに、２０ｍシャトルランの項目においては、全国平均以下となりましたが、概ね全国平均並みの記録となりました。

【第６学年】
○男子は、２０ｍシャトルラン以外の項目において、全国平均以上または全国平均並みの数値となりました。女子は、長座体前屈の項目において全国平均を大き

　

く上回る数値となり、他にも上体起こし・反復横跳び・立ち幅跳びの項目において、全国平均以上の数値となりました。
・男女ともに、 ２０ｍシャトルラン・

　　　　　　　　　

の項目においては、 全国平均以下となり、 男子の２０ｍシャトルランと女子のソフトボール投１プは、 全国
平均を３ポイント以上下回る結果となりました。

※今回の全国平均との比較に加え、 児童の経年変化のデータや、 全国的な傾向を合わせて、 本校の児童の実態を分析し、 見解を以下に述べていきます。

　

【経年変化のデータ】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

令 和５年 度

　

４年 生 （２０２１～２０２３）☆右図は、「４年生男子の３年間の経年変化」を表しています。今年度、
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☆右図は、「４年生男子の３年間の経年変化」を表してし、ます。今年度、

　

全国平均の数値を下回る結果が多く見られたものの、「反復横跳び」

　

「２０ｍシャトルラン」「５０ｍ走」「ソフトボール投げ」の項目は、

　

昨年度と一昨年度と比較して、 偏差値が高くなっている様子が

　

うかがえます。
＝全国平均との比較のみで分析すると、 体力が低いと見られることが
あっても、経年変化を加えて分析していくと、子供たちの伸びを実
感することができます。

☆偏差値が下がっている項目もありますが、 子供たちへ伝えてし、きた
いことは、「自分自身の成長があること」 と 「運動の持続・継続

　

をしていくことの大切さ」です。そして、それは、お互いを尊重し
合いながら体育授業を進めていくことで、 お互いの運動機会を大切
にすることに繋がり、 みんなが楽しい体育の時間になると考えてい
ます。結果の向上のみを目指すのではなく、運動することのよさを粘
り強く伝えていきたいと思っています。
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☆子供たちに、 左図のような表（体力テストの結果） を配付します。 ここで大切
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にしてほしい見方は、「過去の自分との比較」です。昨年度の自分と比べでき

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

今年の自分はどうだったのか。自分に合った課題を見付け、これからの運動に開
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関わる目標について聞いてみるなどの機会を設けていただけると嬉しいです。
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そして、運動（生活）習慣に関わる課題に目を向け、 ご家族て子供たちの健康

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

につ いて 考 える一契機に していた だきた いと思います。

【表の見方】
※各学年のー段目の数値は、 各学年の平均記録となります（黄色網掛け部分）。
※２段目と３段目の数値は、各学年の記録を全国平均と比較して計算した偏差値（全国平均は５０）となります。２段目が今和元年度（コロナ流行前）、３段

　

目が今和３年度 （コロナ禍） の全国平均を反映させています。
※青色網掛けが全国平均以上、 赤色網掛けは全国平均から５ポイント以上マイナスを示しています。

【体力テスト結果まとめ】
※結果から見える傾向を下記にまとめました。
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． ・ ☆別紙にて、生活習慣アンケートの結果から見えた本校の実態を分析し、お知らせ
いたしますので、 併せてお読みいただけると嬉しいです。

【全国的な傾向と本校の児童の実態との比較を通して】
■スポーツ庁では、 テスト項目を「２０ｍシャトルラン」「５０ｍ走」「ソフトボール投げ」を運動能力系とし、「握力」「上体起こし」「長座体前屈」「反復
横跳び」「立ち幅跳び」を体力系として２つのグループに分けて、実態調査をしています。その２つのグループを比較した際、運動能力系のテスト項目が
平均値を超えている児童は、体力系のテスト項目が平均値を超えている児童よりも、 運動や体育授業に対する愛好的な回答の割合が高いことが分かった
ようです。

■本校のテスト結果から分析すると、 体力系（「大きな力を出す能力」や「大きく関節を動かす能力」）の項目においては、 高い評価結果であるものの、 運
動能力系（「すばやく移動する能力」や「筋力を持続する力」、「運動を持続する能力」） の項目に課題が見られることから、 今後、 バランスのよい体力を
育んでいく必要があるということが見えてきます。

■小学生の時期は、 体力・運動能力が大きく向上する時期であると言われています。 この時期の運動機会を創出することは、 本校の体力に関わる課題解決
に欠かせません。 今後、 子供たちの「運動しだい」 という気持ちを少しでも大きくできるよう、 運動ふれあい週間や体育授業の内容充実・改善を図り、よりよい運動環境整備に努めてまいります。


